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一
戸
町
消
防
団
結
成
か
ら
50
年
が
経
ち
ま
し
た

こ
の
町
を
守
る
た
め
に
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る

消
え
る
こ
と
の
な
い
火
消
し
魂
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す

広報

■主な内容
速報チャレンジデー・・・・2㌻
特集「平成の町火消し、消防団」3㌻
まちの話題・・・・・・・・10㌻
みんなの広場・・・・・・・12㌻
高森高原に入牧・・・・・・20㌻
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今
年
で
五
回
目
の
開
催
と
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
が
五
月
三
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
戸
町
と
知
覧
町
（
鹿
児
島
県
）
と
対
戦
。
残

念
な
が
ら
、
敗
北
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
町
民
の
参
加
の

も
と
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
」、
今
回
は
意
識
的
に
健
康
づ
く
り
に
重
点

を
お
き
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
き
っ
か
け

に
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
、
今
後
も
町
全
体

で
定
期
的
、
継
続
的
に
な
る
よ
う
に
町
と
町
民
が

一
丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

勝　鹿児島県　知覧町

人口：13,449 人

総参加率　76.4％

参加者数 10,271 人

AM6:30　野田
坂町内会

朝はやっぱり
、ラジオ体操

AM9:30　一戸
幼稚園

親子でチャレ
ンジ、エアロ

ビクスAM10:40　鳥越
小学校

みんなでヨガ
教室

PM3:00  ICOショッピングセンター買い物ついでに、スカッとボール

AM11:30　奥中山小学校学校対抗長縄とび

AM11:00　サラダボウル小鳥谷輪投げにチャレンジデー

ＶＳ

チャレンジデーで続けよう
健康にチャレンジを !!

負　岩手県　一戸町

人口：15,633 人

総参加率　69.2％

参加者数 10,821 人

速報



「
大
切
な
人
、
大
切
な
町
を
守
り
た
い
」

火
災
や
災
害
な
ど
の
最
前
線
に
立
ち
、

住
民
の
大
切
な
命
、
財
産
を
守
る
人
た
ち
が
い
ま
す

aa
fi refi re
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◎
特
集 

平
成
の
町
火
消
し
、消
防
団
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一
戸
町
消
防
団
は
、
消
防
署
と

同
じ
よ
う
に
消
防
組
織
法
に
基
づ

く
消
防
機
関
。
地
域
に
住
む
一
般

住
民
で
構
成
さ
れ
る
組
織
で
す
。

　

町
内
の
消
防
団
は
、
本
部
と
地

域
ご
と
に
九
分
団
に
分
か
れ
（
右

表
参
照
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
普
段
は
自
営
業

や
会
社
員
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
災
害

が
発
生
す
る
と
消
防
団
員
と
し
て

出
動
し
、
消
火
活
動
や
災
害
の
防

御
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。

　

災
害
時
以
外
に
も
定
期
的
に
屯

所
に
集
合
し
ま
す
。
機
械
器
具
の

点
検
や
消
防
操
法
の
訓
練
な
ど
を

行
い
、
消
防
技
術
の
向
上
や
団
と

し
て
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
磨
い

て
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
も
随
時
行
い
、
救

急
救
命
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の

1
第 1 分団 第 1 部　本町

第 2 部　北舘
第 3 部　鳥越

第 2 分団 第 1 部　向町
第 2 部　野田
第 3 部　西法寺
第 4 部　女鹿

第 3 分団 第 1 部　楢山
第 2 部　来田

第 4 分団 第 1 部　岩舘
第 2 部　根反

第 5 分団 第 1 部　中里
第 2 部　小友
第 3 部　月舘
第 4 部　出ル町

第 6 分団 第 1 部　野中
第 2 部　小鳥谷駅前
第 3 部　仁昌寺

第 7 分団 第 1 部　下姉帯
第 2 部　上姉帯
第 3 部　面岸

第 8 分団 第 1 部　稲荷中村
第 2 部　高屋敷
第 3 部　道地・駒木
第 4 部　平糠
第 5 部　小繋
第 6 部　田子・田中火行

第 9 分団 第 1 部　奥中山南部
第 2 部　旧中山
第 3 部　摺糠
第 4 部　宇別
第 5 部　奥中山北部

一戸町婦人消防協力隊連合会
橋本チヨ子会長

　一戸町婦人消防協力隊は冬期間の出稼ぎ者の
多い地区で火災予防に従事する消防団の留守部
隊として、火災予防、初期消火活動を行うため、
結成されました。
　昭和 43年には平糠婦人消防協力隊、翌年には
摺糠、平成元年には面岸でそれぞれ結成されま
した。平成 3年には 3地区の協力隊が連合して
一戸町婦人消防協力隊連合会を結成しました。
　連合会は消火訓練や防災に関する講習会を開
くなど、火災予防に必要な方策の普及や防火思
想の普及などを行い、地域の信頼も厚いものと
なっています。例年、実施されている消防出初
式などにも積極的に参加し、防災意識を高める
とともに隊員相互の連携を図っています。

女性ならではの視点で防火思想の普及や
地域の火災防止を図り、かつ消防団員の

活動を強力にバックアップ

一戸町消防団
野里一平団長、団員 478 人

　一戸町消防団は、火災や自然災害の消火活動、
災害防御活動はもとより、防災意識啓発や予防
活動など 1年を通して活動を展開しています。
　消防演習に先立ち、二戸消防署一戸分署より
指導者を招き、規律訓練、ポンプ操法指導会、
機械器具点検などを訓練しています（写真上）。

消防団とは
どんな活動を行ってるの？

　「一戸町消防団」、聞き慣れた言葉ですが、
実際にどんな活動をしているのでしょう？
ここで、日々行っている活動を紹介します

町内消防団(屯所)所在一覧表



今後は一層、地域と密着した
消防活動を展開していきたい
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「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
は
い
、
お
は
よ
う
」

さ
わ
や
か
な
声
で
一
日
の
朝
が
元

気
に
始
ま
り
ま
す
。

　

四
月
十
三
日
、
午
前
七
時
四
十

分
、
一
戸
駅
前
の
横
断
歩
道
で
は

登
校
班
の
班
長
を
先
頭
に
き
ち
ん

　一戸町消防団は、災害のない安全な地域社会
を実現するために、日々活動を行っています。
　今後は、団員数の減少もあり、一層、地域と
密着した活動が重要になってくると思います。
地域の皆さんにはご協力を得ながら、災害から
町を守るため、活動をさらに充実させていきた
いと考えています。今後とも、ご協力やご支援
をよろしくお願いします。
　団員の皆さんには日ごろの消防活動、本当に
ご苦労さまです。災害時などに出動する際には
くれぐれも健康や安全に留意して活動していた
だきたいと思います。
　今後は、後進の育成と若い団員の入団にも力
を入れていきたいと考えています。

2
習
得
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
夜
警
な
ど
の
地

域
の
防
災
活
動
、
お
祭
り
や
下
水

の
掃
除
な
ど
の
地
域
の
奉
仕
活
動

な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
そ

の
活
動
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

と
一
列
に
並
ん
だ
登
校
班
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

駅
前
は
道
幅
狭
く
、
通
勤
を
急

ぐ
車
が
多
く
行
き
か
い
、
道
路
に

立
つ
と
そ
の
速
さ
に
驚
き
ま
す
。

　

登
校
班
の
班
長
は
道
路
の
状
況

を
確
認
し
、
登
校
旗
を
か
ざ
し
て

下
級
生
を
誘
導
し
ま
す
。

　

一
戸
南
小
学
校
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
（
小
野
寺
秀
一
隊
長
、
隊
員

五
十
一
人
）
は
一
緒
に
渡
り
な
が

ら
、
登
校
班
が
無
事
に
渡
る
の
を

注
意
深
く
見
守
り
、
時
に
は
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
教
え
ま
す
。

　

場
所
を
変
え
て
、
次
は
関
屋
の

碧み
ど
り

橋
。
時
間
は
午
前
八
時
│

　

学
区
内
の
登
校
班
が
次
々
と
登

校
し
、
碧
橋
に
さ
し
か
か
り
ま
す
。

　

地
域
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
隊
員

数
人
も
道
路
に
立
ち
、
元
気
に
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
、
子
供

た
ち
を
見
守
り
ま
す
。

　

一
戸
南
小
学
校
（
橋
本
欽
哉
校

長
）
の
先
生
方
も
児
童
の
様
子
を

見
守
り
ま
す
。
南
小
学
校
で
は
先

生
も
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
一
員
。

　

碧
橋
は
こ
の
時
間
、
交
通
量
が

と
て
も
多
く
、
場
所
も
変
形
し
た

十
字
路
交
差
点
の
た
め
、
大
人
で

◎一戸町消防団第10代目団長

　野里一平団長
　のざと・かずひら　　

aa
fi refi re
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消防団、その団員とは
どんな身分や立場なの？

　消防団は「住民の生命や財産を保護し、
災害を防ぎ、被害を軽減する」という目的
のため、待ったなしの活動を繰り広げます

一
戸
町
消
防
団
歌　

    

作
詞　

木
戸　

孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

作
曲　

日
比
野　

秀

清
き
馬
べ
ち
の　

川
原
辺
に

集
う　

わ
れ
ら　

六
百
の

火
消
し
の
意
気
も
高
ら
か
に

明
日
の
一
戸　

に
な
う
べ
く

お
お　

わ
れ
ら　

こ
こ
に
挙こ
ぞ

れ
る

わ
れ
ら
一
戸
消
防
団
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一
戸
町
消
防
団
の
発
足
は
昭
和

二
十
二
年
、
消
防
令
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
年
の
十
一

月
二
日
に
水
火
消
防
を
主
な
任
務

と
し
た
一
戸
町
消
防
団
が
組
織
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
二
年
、
一
戸
町
、
鳥

海
村
、
浪
打
村
、
小
鳥
谷
村
、
姉

帯
村
の
一
町
四
ヶ
村
が
合
併
し
、

現
在
の
一
戸
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
町
四
ヶ
村
の
消
防
団
も
こ
れ

に
伴
い
、
統
一
さ
れ
、
一
戸
町
消

防
団
と
し
て
改
編
再
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
団
員
数

は
一
、一
一
六
人
。
組
織
は
旧
町

◎第9分団第 1部
中島　諭班長

　消防団は、時間に関係なく活動
を行うこともあり、確かに大変な
部分もあります。
　しかし、地域のために貢献でき
ることと、住民からのねぎらいの
言葉を励みにがんばっています。

地域への貢献がやりがい

3

①競技を行う。この瞬間に
訓練の成果を集約する②消
防操法競技会の早朝の義魂
祭。消防活動に命を懸けた
魂に祈りを捧げる③士気が
高まる競技、緊張の一瞬④
開会式、団員が一同に整列
し、敬礼を行う⑤緊張感が
漂う「筒先交代」⑥「前へ」
力の限り、歩を進める⑦「操
作はじめ」精神を集中する

aa
fi rere

Companypany

一戸町消防団の沿革と
その先に見えるものとは？

　今年は一戸町消防団発足 50年という節目
の年。その歩みを振り返り、消防団の現状
とその未来をいっしょに考えてみましょう

お話を聞きました

①

④

②

③

◎奥中山保育所
西舘　萌花ちゃん（6歳）
　お父さんが消防団に入っていて
一生懸命がんばっています。
　お家でも「火は危ないよ」とか
いろいろ教えてくれます。自分も
気をつけたいと思います。
　お父さん、がんばってね。

お家でも教えてくれます
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◎統合した第6分団第 3部
仁昌寺　泰夫部長
　昨秋ごろに統合の話が具体的に
なり、地域の方の理解と協力、支
援を得ながら、部を統合しました。
　統合前から地域としての親交も
多くあり、問題なく、新体制の活
動を行うことができました。

部員数が増え、活力増す
Talk　Inteview

平成19年度
一戸町
消防操法
競技会

■自動車ポンプの部（全 9部）

優　勝 第 2 分団第 1 部（向町）
第 2 位 第 2 分団第 3 部（西法寺）
第 3 位 第 2 分団第 2 部（野田）
■小型ポンプの部（全 22 部）

優　勝 第 2 分団第 4 部（女鹿）
第 2 位 第 5 分団第 4 部（出ル町）
第 3 位 第 8 分団第 3 部（駒木）
第 4 位 第 6 分団第 1 部（野中）
第 5 位 第 3 分団第 1 部（楢山）

⑤

⑥

⑦

村
の
分
団
二
十
九
分
団
が
そ
の
ま

ま
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

三
十
八
年
、
消
防
力
の
基
準
や
常

備
消
防
の
整
備
と
あ
い
ま
っ
て
、

分
団
の
再
編
を
行
い
、
九
個
分
団

三
十
三
班
と
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
年
四
月
、
分
団
編
成

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
九
分
団

三
十
三
部
体
制
と
な
り
、
九
月
に

は
消
防
団
常
備
部
が
発
足
し
ま
し

た
。
昭
和
四
十
二
年
に
は
久
し
く

途
絶
え
て
い
た
ラ
ッ
パ
隊
が
復

活
。
一
層
、
規
律
の
あ
る
消
防
団

へ
と
な
り
ま
し
た
。

四
十
二
年
ぶ
り
の
再
編
整
備　
　

　

今
年
四
月
、
第
六
分
団
第
三
部

（
下
仁
昌
寺
）
と
第
四
部
（
上
仁

昌
寺
）
が
団
員
確
保
が
困
難
な
こ

と
か
ら
統
合
し
、
新
た
な
第
六
分

団
第
三
部
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

金
ヶ
崎
町
で
は
、
消
防
団
の
団

員
不
足
を
補
う
た
め
に
消
防
団
O

　
B
な
ど
で
組
織
す
る
消
防
支
援
団

を
設
置
す
る
な
ど
、
消
防
団
を
取

り
巻
く
環
境
は
新
た
な
展
開
の
時

期
に
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
現
在
、
一
戸
町
で
も
団

員
の
減
少
か
ら
、
定
員
の
見
直
し

が
考
え
ら
れ
て
ま
す
。　

〈平成 19 年度操法競技会結果〉

金ヶ崎町の消防支援団設置を
知らせる新聞記事

（岩手日報社提供、5月23日朝刊）



広報いちのへ　     8

　

今
、
消
防
団
は
過
渡
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
少
子
・
高
齢
化
が
進

み
、
若
い
世
代
が
減
っ
て
い
く
一

方
で
、
町
外
に
職
場
を
持
つ
人
も

増
え
、
団
員
が
減
少
し
て
い
る
の

が
実
状
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
の
高
度
化
に
伴
い
、

aa
fi refi re

CompanyCompany

所属・階級 氏　名
第６分団　副分団長 野中　啓蔵
第１分団第３部部長 柴田　光一
第 9 分団第３部部長 上山　敏秀
第１分団第１部班長 来田　　修
第４分団第２部班長 地蔵堂　稔
第８分団第２部班長 杉下　彰夫
第９分団第３部班長 坂松　一夫
第８分団第１部団員 中村　秀雄
第８分団第５部団員 立花　　寿
第９分団第５部団員 松野　政一

時代の流れに挑む
地域防災の要、消防団

　消防団は今、時代の過渡期を迎えていま
す。若い世代の消防離れや災害の多様化…
この状況で団員たちを支えているものとは

平成19年度
一戸町
消防演習

②
③

④

一戸町長表彰勤続章（勤続 20 年・敬称略）

①
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１．退職幹部消防団員（敬称略）
　　　　　　　　前消防団長　　　　田　頭　　清
　　　　　　　　前第５分団分団長　南　舘　　忠
　　　　　　　　前第６分団分団長　女ケ沢　勝廣
　　　　　　　　前第９分団分団長　岡　外　　繁
２．消防協力者
　　平成１８年８月２日発生の住宅火災
　　初期消火協力者　　有限会社　中山タクシー
　　　　　　　　　　　奥中山オートサービス
　　消防業務協力功労団体　株式会社　一戸タクシー
　　　　　　　　　　　　　有限会社　中村商事

災
害
も
近
年
、
複
雑
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
災
害
に
最
前

線
で
立
ち
向
か
う
消
防
団
に
求
め

ら
れ
る
役
割
も
多
様
化
し
、
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
消
防
団
だ
け
で

は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
、
ど
ん
な
時
で
も
待
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
。
で
き
る
こ
と
は

町
、
消
防
団
、
消
防
署
な
ど
地
域

の
消
防
力
を
結
集
し
、
地
域
住
民

と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
こ
れ
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

団
員
た
ち
は
災
害
に
備
え
、
訓

練
を
続
け
、
有
事
の
際
に
は
果
敢

に
災
害
現
場
に
飛
び
込
み
ま
す
。

　

そ
の
心
に
は
「
住
民
の
大
切
な

命
、
財
産
を
守
る
」
と
い
う
江
戸

時
代
か
ら
始
ま
る
火
消
し
魂
が

脈
々
と
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

①全団員の入場行進②機械器具の点検
③見事な操法披露④分列行進を行う
ラッパ隊（一戸駅前通）⑤消防の華、
放水訓練⑥会場を盛り上げた幼年消防
クラブ⑦新たに結成、小鳥谷小学校少
年消防クラブ⑧息の合った操法、鳥海
小学校少年消防クラブ⑨雨中の熱演、
一戸小学校金管バンド⑩見守る来賓

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩

〈一戸町長感謝状授与者〉
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My Town Topics

熱い声援、さわやかに光る汗
町内小中学校で運動会がにぎやかに

　5 月から 6月にかけて、町内の 10 小中学校で運
動会が盛大に行われました。

　一戸小学校（小山田四一校長、児童 217 人）では

運動会前日に金管バンドがパレードして運動会のＰ

Ｒ。運動会は 5月 20 日に行われ、児童たちはチー

ムの勝利のために、全力で競技に臨みました。

　同日、奥中山中学校（浅沼卓校長、生徒 87 人）

運動会が県立みたけ養護学校奥中山校（及川勝校長、

生徒 6人）とともに行われ、生徒たちは交流を深め

ながら、運動に汗を流していました。

　4 月から 5月にかけて、前期の基本健診が町内各
地の公民館などで行われました。健診では血圧測定

や採血などのほかに、結核、肺がん、大腸などの健

診が行われ、3,443 人の町民がこれを受診しました。

　後期の健診は 9月 18 ～ 21 日に行われます。受診

できなかった人は、後期に忘れずに受診しましょう。

㊤一戸小学校の赤組の応援㊧パレードでお知らせ㊨盛り上がる奥中山中学校

体長 10㌢ほどのアユの稚魚は次々に川へ飛び出して行きました

↑健康管理のために、多くの町

　民が基本健診を受診（5 月 17

　日、町民文化センター）

←各地区の健診会場では保健推

　進委員が活躍しました（中央）

初夏の風物詩、いざ馬淵川へ
馬淵川にて漁協がアユ880㌔を放流

　5月 23・24 日の両日、上馬淵川漁業組合（稲葉

暉組合長）は馬淵川でアユの放流を行いました。

　天候にも恵まれた両日、組合員はアユの稚魚

880 ㌔（約 10,000 匹）を町内各地の流域に放流。

アユは日差しを受て、あざやかに光りながら、元

気に馬淵川へと泳いでいきました。

　組合員は「アユが元気に育ち、7月 1 日のアユ

漁解禁日には各地で大漁の知らせが聞ければいい

ねえ」と汗をぬぐいました。

健康はまず、春の基本健診から
平成 19 年度の前期基本健診を各地で
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みなさんの地域、職場の楽しい話題の情報をお待
ちしています。広報担当 33-2111（内線 207）

へお気軽にご連絡ください。

緑の高原に歓声こだまする

まちまちの話題

　日差しが強く照りつける 6月 3日、初夏の訪れ

をつげる「高森高原まつり」が盛大に行われまし

た。高森高原ウォークや華やかなステージ発表な

どさまざまなイベントが行われ、家族連れなどお

よそ 2,500 人の来場者でにぎわいました。

　昼には無料豚汁や牛の丸焼きなどが提供され、

来場者の長い列ができました。

　広場では動物ふれあいコーナーもあり、高原に

訪れた人は思い思いの時間を過ごしていました。

結愛ホームにかわいい訪問者
6匹のワンちゃんのぬくもりに笑顔

　5 月 20 日、わんこの会（稲葉じゅん会長、会

員 80 人）は結愛ホーム（日影舘富雄施設長）を

訪問しました。

　わんこの会は愛犬家のグループで、愛犬ととも

に保育園などの施設を訪問しています。

　今回は 6匹のワンちゃんが施設を訪れ、利用者

らと交流を深めました。利用者はワンちゃんを抱

き、そのかわいらしい表情に笑顔を見せました。

みなさん、交通安全守ろうね
ちびっこ 1日警察署長の呼び掛けで

　一戸町交通安全対策協議会主催のちびっこ 1日

警察署長が 5月 16 日に行われました。

　ちびっ子 1日署長に任命されたのは鳥海保育所

の上村友梨佳さん（5歳）。友梨佳さんはやや緊

張した表情で二戸警察署長から任命書の公布を

受けました。

　その後、町内の保育所や幼稚園、児童館で「道

路で遊んだり、飛び出したりしないででくださ

い」と交通安全を呼び掛けました。

　鳥海保育所では、優しく迎えてくれたお友達に

緊張も和らぎ、笑顔で記念撮影を行いました。

高森高原まつり、にぎやかに開催

鳥海保育所でみんなと記念撮影を終えて。友梨佳さん、おつかれさまでした

子犬を抱く米田勝雄さん。「犬は抱くと寄り添ってくれた」とにっこり

高原で豪華客船が沈没 !? 子供たちは大喜びですべり降りていました
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善意と防災意識をふる里へ

四
月
短
歌
・
俳
句
会

会
場　

小
鳥
谷
地
区
公
民
館

みんなのひろば

　平成 19年 4月に国から危険業務従事者叙勲を受
章された、常前登氏（東京都在住・65 歳）が、防
災業務に役立てて欲しいと、防災用の放送機器一式
を郷土である一戸町に寄贈しました。
　常前氏は、楢山字来田のご出身で、昭和 35年４
月から平成13年3月まで東京消防庁にて奉職され、
防火設備の検査などの許認可関係、査察などの予防
関係に長く携わりました。現在は、東京農業大学に
て環境管理課職員として勤務しています。
　町では、寄贈された放送機器を消防団の行事をは
じめ、災害時などに幅広く活用させていただくこと
としました。
　早速、5月 12・13 日の消防操法競技と消防演習
の際に活用させていただきました。

常前登氏から防災用放送機器を贈呈

　5月 16 日、奥中山保育所（米田キヌ所長、園児
64 人）は駅前商店街から太子堂まで、防火パレー
ドを行いました。
　保育所の 4・5 歳児、28 人がおそろいの衣装に
身を包み、パトカー、消防車がお供し、パレードは
にぎやかに。パレードを見ようと多くの住民が沿道
に立ち、声援を送りました。また、パレードに参加
しない小さな園児たちも沿道でお兄さん、お姉さん
たちに一生懸命に声援を送りました。
　米田所長は「警察署、消防団などの方々のおかげ
で例年より人出も多く、盛り上がりました。子供た
ちも大喜びでした」と満足げに振り返りました。

みんなの心に火の用心を！
奥中山保育所の園児が防火パレード！

表情を引き締め防火を呼びかける園児たち。がんばりました

常前登さんとご寄贈いただいた
防災用放送機器一式

雪
解
川
流
木
中
洲
に
残
さ
れ
て

　

白
き
木
肌
の
白
蛇
の
う
ね
り　
　
　
　

柴　

田　

サ
ヨ
子

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
母
の
手
に
引
か
れ

　

い
っ
て
き
ま
す
と
入
学
の
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縁
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夫
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つ
ひ
と
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の
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　7月に 1歳を迎える
赤ちゃんの笑顔の写真
を募集します。ご希望
の方は 6月 25 日まで
に広報担当まで。

　職場や地域の一等星
を募集しています。自
せん、他せんは問いま
せん。ご連絡は広報担
当まで、お願いします。

前回のクイズの答えは「交通安全（教室）」でした。
林下雅由美さん（家向）、泉久保美奈子さん（泉沢）、

稲垣日出子さん（北舘）が当選者です。
おめでとうございます。

～一戸町共通商品券～（1,000 円分）３人にプレゼント！

奥村 歩
ふ

羽
わ

ちゃん
（中山大塚）

平成18年 6月 17日生まれ

お父さん　慎也さん
お母さん　和恵さん

お父さん、お母さんから一言

いつもニコニコ明るく
元気に育ってね！

広
報
ク
イ
ズ
は
次
の
二
問
で
す
。

問
題
一　

住
民
を
火
災
や
災
害
か
ら

守
る
た
め
活
動
し
て
い
る
団
は
？

　

「
一
戸
町
○
○
団
」

問
題
二　

今
月
の
広
報
を
読
ん
で
の

　
　

感
想
、
意
見
を
お
書
き
く
だ
さ
い

　

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）、

電
話
番
号
を
記
入
し
て

〒
〇
二
八
l
五
三
九
一

一
戸
町
高
善
寺
字
大
川
鉢
24　
l
９

広
報
ク
イ
ズ
係
ま
で
。

（
六
月
二
十
五
日
締
め
切
り
）

※
余
白
ス
ペ
ー
ス
に
町
政
へ
の
提
言

な
ど
を
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い

を
強
く
持
ち
ま
し
た
。
大
規
模
な
警
察

署
で
は
経
験
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。」
と
想
い
の
変
化
を
語
っ
た
。

　
「
将
来
は
ど
ん
な
警
察
官
に
？
」
の
問

い
に
「
目
の
前
に
あ
る
仕
事
に
取
り
組
む

先
に
見
え
て
く
る
の
で
は
」
と
答
え
る
。

　
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
で

私
た
ち
も
で
き
る
範
囲
で
協
力
し
た
い
」

と
い
う
町
民
か
ら
の
言
葉
を
胸
に
、
谷

藤
さ
ん
は
今
日
も
町
を
行
く
。　

Q
趣
味
は　

温
泉
巡
り
と
釣
り

Q
好
き
な
タ
イ
プ　

心
の
優
し
い
人

　

春
か
ら
一
戸
交
番
で
町
民
の
暮
ら
し
を

守
る
谷
藤
さ
ん
は
盛
岡
出
身
の
警
察
官
。

　
「
実
は
、
盛
岡
西
警
察
署
な
ど
の
大
規

模
な
警
察
署
の
勤
務
が
希
望
だ
っ
た
ん
で

す
。」
と
は
に
か
ん
で
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
け
れ
ど
、
勤
務
を
続
け
て
い
く
う
ち

に
、
一
般
家
庭
を
回
る
巡
回
連
絡
な
ど
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域
の
方

と
と
も
に
安
全
を
守
る
こ
と
に
や
り
が
い

町
民
の
方
々
の
目
線
を
尊
重
し
、人
と
接
す
る
こ
と
を
大
切
に
。

住
民
の
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、親
身
に
な
っ
た
仕
事
を
し
た
い
|

谷
藤　

隆
一
さ
ん 

た
に
ふ
じ
・
り
ゅ
う
い
ち　

23
歳

一
戸
交
番
勤
務

中央の模様は柴田外男広報編集委員（大塚）がデザインしました

地切 陽
はる

菜
な

ちゃん
（西法寺諏訪野）

平成18年 6月 4日生まれ

お父さん　一彦さん
お母さん　るり子さん

お父さん、お母さんから一言

お兄ちゃん、お姉ちゃんに
負けずにガンバレー！

斉藤 祐
ゆう

斗
と

ちゃん
（小鳥谷中屋敷上）

平成18年 6月 6日生まれ

お父さん　幸二さん
お母さん　由美子さん

お父さん、お母さんから一言

いつもにこにこ
元気に遊んでね。
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今
、
県
営
街
路
上
野
西
法
寺
線

の
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い

る
。
橋
台
や
橋
脚
が
で
き
あ
が
り
、

そ
れ
を
み
る
と
、
い
よ
い
よ
次
に

橋
桁
が
架
け
ら
れ
る
の
か
な
と
の

実
感
が
強
ま
る
。
実
際
、
十
九
年

度
中
に
そ
の
工
事
が
行
わ
れ
る
ら

し
い
。

　

そ
の
橋
の
両
側
で
も
道
路
の
新
し
い
姿
が
徐
々

に
で
は
あ
る
が
、
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

　

野
田
側
で
は
道
路
敷
地
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

方
々
の
家
屋
や
店
の
取
り
壊
し
が
か
な
り
進
ん
で

い
る
。
当
然
、
代
替
地
を
見
つ
け
て
の
移
転
建
築

も
並
行
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

砂
森
側
で
も
数
は
少
な
い
が
、

移
転
が
進
み
、
そ
こ
で
は
道
路

工
事
で
具
体
的
な
道
路
の
形
が

目
に
見
え
る
形
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
県
に
は
な
ん
と
か
二
十

年
度
中
の
完
成
開
通
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

こ
の
橋
を
含
む
新
し
い
道
路
が
使
え
る
よ
う
に

な
る
と
町
の
中
心
部
の
あ
り
方
が
一
変
す
る
と
予

測
さ
れ
る
。
今
ま
で
町
の
中
心
部
を
東
西
に
す
っ

き
り
し
た
形
で
横
断
す
る
道
路
が
一
本
も
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
馬
淵
川
を
は
じ
め
と
す
る
障
害
物
が

複
数
存
在
し
た
か
ら
な
の
だ
が
、
こ
れ
が
一
気
に

解
決
さ
れ
、
国
道
４
号
と
旧
国
道
４
号
が
結
ば
れ

る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
道
４
号
と
中
心
市
街
地
が
短
い
距
離

で
繋
が
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
し
、
中
心
市
街
地
の

町　勢
スケッチ
一戸町長
稲葉　暉

ほ
ぼ
中
央
部
が
新
市
街
地
と
わ
ず
か
五
０
０
㍍
ほ

ど
で
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

国
道
４
号
や
新
市
街
地
か
ら
の
人
や
車
の
流
れ

が
ス
ム
ー
ズ
に
中
心
市
街
地
に
入
っ
て
く
る
だ
ろ

う
し
、
逆
の
方
向
の
流
れ
も
滑
ら
か
に
な
る
と
思

う
。
ま
た
、
碧
橋
を
加
え
て
ち
ゃ
ん
と
し
た
規
格

で
の
循
環
道
路
が
で
き
あ
が
る
。
交
通
の
流
れ
も

良
く
な
る
し
、
防
災
上
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

生
ず
る
と
考
え
る
。

　

将
来
の
話
に
な
る
が
、
野
田
地
点
か
ら
線
路
を

越
え
て
役
場
付
近
ま
で
延
長
で
き
れ
ば
、
こ
の
道

路
の
効
用
は
さ
ら
に
増
大
す
る
と
思
う
。
そ
の
先

に
は
鳥
海
ト
ン
ネ
ル
の
計
画
も
あ
り
、
相
乗
効
果

は
計
り
知
れ
な
い
と
思
う
。

　

野
田
地
点
か
ら
役
場
ま
で
の
区
間

は
、
例
え
ば
、
踏
切
を
設
置
す
る
な
ど

し
て
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
を
す
れ
ば
、

財
政
難
で
は
あ
る
が
、
県
も
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
こ
の
区
間
を
整
備
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
努
力
し
て
み
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
新
し
い
可
能
性
を
生
み
出
す
新
し

い
橋
で
は
あ
る
が
、
公
募
し
た
結
果
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
す
ば
ら
し
い
名
前
を
付
け
て
い
た
だ
い

た
。「
し
の
ぶ
橋
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
三
浦

哲
郎
先
生
の
「
忍
ぶ
川
」
の
連
想
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
先
生
の
揮
ご
う
を
い
た
だ
き
た
い
と
勝

手
な
お
願
い
を
、
有
難
い
事
に
先
生
は
快
諾
を
さ

れ
た
。
先
生
の
筆
跡
は
ま
こ
と
に
美
し
い
の
で
、

そ
の
意
味
で
も
新
し
い
橋
の
完
成
が
楽
し
み
で
あ

る
。

しのぶ橋誕生

農薬散布による
ミツバチ危害を避けるために
　ミツバチ巣箱の周辺の地域で農薬を散布すると、
ミツバチへ危害をおよぼすおそれが高まります。（ミ
ツバチの行動範囲は巣箱から数㎞におよびます。）
　水稲カメムシ類防除のために農薬を散布する場合
は次の事項を守るようお願いします。
○農薬を購入する前に、使用する農薬の種類や使用
　方法について養蜂家との話し合いを行い、双方で
　危被害防止に努めてください。
○農薬散布前にミツバチ巣箱の移動が行えるよう、　
　事前に散布の時期を養蜂家に連絡してください。
　また、農薬散布は地域ぐるみで一斉に行いましょ
　う。（農薬散布の適期は農協や普及センターにご相
　談ください。）
※この件に関して、もしお困りの点がございました
　ら振興局や農協 ･ 農薬販売店にご相談ください。
※農薬使用の際は農薬使用基準を順守してください。
〈お問い合わせ〉
○二戸地方振興局農政部地域農政推進課 ☎ 23-9203
○二戸農業改良普及センター　　　　　 ☎ 23-9208
※ミツバチ巣箱の位置と養蜂家の連絡先は一覧表の
　とおりです。また、巣箱の位置を地図にしたもの
　は農協や農薬販売店で確認できます。

ミツバチ巣箱位置 養蜂家連絡先

一戸町一戸字桶ノ口 23-2
土屋 勲　☎ 33-1661
一戸町中里字武道平 45-3

一戸町西法寺字西法寺 69
一戸町小友字上川原目 8
一戸町月舘字内ノ沢 40-2
一戸町小友字山井 161-1
一戸町小繋字東田子 42-1 土屋 八郎　☎ 35-2673

一戸町奥中山字西田子 630-2
一戸町奥中山字西田子 村山 富三郎☎ 35-2278

一戸町奥中山字西田子 790-7
二戸市福田字仲口 42

折戸 斉　☎ 23-4546
二戸市福岡字中村 3-16

二戸市福田字青梅
二戸市福田字小池久保 12-35
二戸市福田字大倉 33
二戸市福田字糀久保 1- ｲ

二戸市白鳥字石倉 58
田村 喜代忠　☎ 23-4587
二戸市白鳥字白鳥 35-1

二戸市似鳥字戸ノ平
宮沢 清次郎　☎ 26-2904
二戸市似鳥字上沖野 34-1

二戸市浄法寺漆沢 25 深津 宏行　☎ 0566-76-3652
愛知県安城市小堤町 8-5
☎ 38-2724（浄法寺連絡先）

広報いちのへ　   14



Gosyono

15    2007年6月号

御
所
野
遺
跡
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
北
の
縄
文
遺
跡
を
世
界
遺
産
に
」

と
い
う
運
動
は
、
青
森
、
秋
田
、

岩
手
、
北
海
道
の
各
遺
跡
で
活
動

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
平

成
十
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ
の
県
や
道

に
「
北
の
縄
文
文
化
回
廊
づ
く
り
」

と
い
う
提
言
を
し
て
、
そ
れ
が
知

事
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

四
遺
跡
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
交
流
は
以
前
か
ら
あ
り
、
そ
の

打
ち
合
わ
せ
の
中
で
提
言
し
よ
う

と
い
う
事
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

御
所
野
遺
跡
の
支
え
る
会
も
こ

の
交
流
に
最
初
か
ら
参
加
し
て
き

て
お
り
、
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
運

動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
北
の
縄
文
文
化

回
廊
づ
く
り
」
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
十
六
年
度

に
北
海
道
の
伊
達
市
で
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
の
後
十
七
年
に
函
館
市
と

青
森
市
、
十
八
年
に
秋
田
市
で
開

催
、
今
年
度
岩
手
県
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
手
県
で
は
盛
岡
市
の
県
立
博

物
館
と
御
所
野
遺
跡
の
あ
る
一
戸

町
で
開
催
す
る
こ
と
が
既
に
決
定

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
四
月
に
四
道
県
で
世
界
遺

産
登
録
の
暫
定
リ
ス
ト
の
登
載
を

目
指
す
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
御
所
野
遺
跡
で
行
わ
れ
る
交

流
会
議
が
実
質
的
な
宣
言
の
場
と

も
な
り
そ
う
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
一
緒
に
盛
り
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　御所野だより　 32-2652     6 月の休館日は 4・11・18・25 日　　　　　　開館時間　9：00～ 17：00　

◇御所野遺跡を支える会（会長　川守田　浩）　

遺跡の案内（ガイド）やイベント、火燃やしなどの活動

◇自然と歴史の会（会長　高橋賢治）

遺跡や自然、あるいは歴史全般の調査・見学など幅広く活動

◇発掘友の会（会長　久保田滋子）

発掘調査に参加した人達で結成した会でイベント、清掃活動

御所野遺跡の
世界遺産登録に向けて

御
所
野
遺
跡
で
活
躍

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　　

右
表
の
団
体
が
共
同
で
年
一
回

研
修
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
と
一
昨
年
は
「
北
の
縄
文
文
化

回
廊
づ
く
り
」
事
業
の
推
進
も
か

ね
て
北
海
道
に
い
き
ま
し
た
。
御

所
野
遺
跡
の
各
団
体
に
は
ど
な
た

で
も
自
由
に
入
れ
ま
す
。
加
入
し

て
、
一
緒
に
世
界
遺
産
を
目
指
し

て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
ほ
か
に
一
戸
南
小
学
校
の

御
所
野
愛
護
少
年
団
は
、
年
間
を

通
じ
て
御
所
野
遺
跡
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
際
交
流
協
会
、
岩
舘

地
区
の
公
民
館
、
婦
人
会
、
さ
ら

に
は
西
法
寺
の
コ
ス
モ
ス
会
、
下

町
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
も
毎
年
、
清

掃
活
動
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
協
力
団
体
も

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
御
所
野
縄
文
博
物
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

〈御所野遺跡の団体とその活動内容〉

御所野遺跡を支える会のガイドの様子

北海道伊達市北黄金貝塚ボラ
ンティアと交流会㊤、恵庭市
カリンバ遺跡の会との交流会

うららかな 5月
20 日、盛岡女子
高等学校の生徒が
遠足に訪れました
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Book
　図書館だより　 31-1400  6 月の休館日は 4・11・18・25 日

手づくり絵本教室参加者募集！
　世界に一つだけのオリジナル絵本を作りませんか？

絵本やおはなしが大好きな方なら、どなたでも参加

できます。全 4回の工程で、あなただけの絵本が作

れます！

開催日① 7月 8日（日）② 8月 5日（日）③ 12日（日）

　　　④ 19日（日）いずれも午前 9時半～ 12時

　　　募集締切は、6月 24 日（日）です。

6 月の図書館行事
◎ 6 月 19 日（火）11 時～　とことこおはなし会
　（幼児向けの読み聞かせ・紙芝居など）
◎ 6 月 23 日（土） 10 時 30 分～
　としょかん映画会　「ごめんねともだち」
◎ 7 月 14 日（土）10 時 30 分～　おはなし会

『ハーブ魔女のふしぎなレシピ』

あんびる やすこ　作 ・絵

ポプラ社 刊

　ジャレットは、ふつうの人間の
女の子。ところがある日、ふしぎ
な手紙が届いて、ハーブ魔女ト
パーズの家を相続できることに
なったのですが…。

『Ｇボーイズ冬戦争』

石田 衣良 作

文藝春秋　刊

　ストリートギャングの王、タカ
シが危機に。タカシのピンチを救
うため、グループの内部抗争の原
因究明にマコトが奔走するが・・・。
Ｉ／Ｗ／Ｇ／Ｐシリーズ第７弾。

『夫婦学』

高橋 保　作

三一書房　刊

　夫婦が希薄化し、亀裂・崩壊し
ている今、夫婦について見直しし
てみませんか。熟年離婚を予防す
る、「夫婦学」のことはじめ。事
例パターンとその対処法を解説。

新たな岩手　築く活力　読書から（平成１８年度読書推進標語優秀賞作品）

新刊紹介

開館時間　火～金　10：00～ 19：00　土日祝　9：00～ 18：00

蔵書点検休館で

図書館リニューアル !!
　図書館では、去る 5月 28日から 31日まで本の
点検・整理のため臨時休館し、一冊一冊の本が正し

い場所にあるか、行方不明になっていないか、こわ

れていないかなどを調べました。

　また、利用しやすいよう同じテーマの本を並べて

置いたり、興味関心が高いテーマの本のコーナーを

設けたりしました。今後も皆さまに愛される図書館

を目指していきます。

ココが新しくなりました！
①子ども向けの本棚は、調べ学習の本が充実

②利用が多い「闘病記」「食育」「ダイエット」など

　のコーナーを設置。

③岩手県立図書館の本を新たに約 1500 冊借り、皆

　さまに貸し出します。

みんなの来ブラリ　今月のテーマは 「団塊」

　「団塊」と呼ばれてきた昭和二十二年～二十四年
生まれの世代。今年退職を迎え、第二の人生を送る
ための趣味や社会活動などの本を集めてみました。

こどもの本の特集は「海賊」

　まだまだ夏には早いけれど、海にまつわる海賊の
特集です。ゆかいな海賊、おそろしげな海賊、本を
開いてたしかめてみてね。

大好評！手づくり絵本教室が今年もいよいよ始まります
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Health
　

総合保健福祉センターだより　 32-3700　福祉係・国保係・保健係・児童係

健康づくりで、医療費１億円削減運動実施中 !

地域包括支援センター

　今回は、平成19年度の国民健康保険税の税率改正の状況について、
お知らせします。先月号の広報で、医療給付費の概算が出たことに
より、約 5,000 万円の繰越金が見込まれ、当初は全体で 26％強値上
げの税率が約９％の減額で 18％程度の値上げ率になる見込みと報告
しました。
　これは、町民の皆様方が地域での健康づくり活動へ取組んでいた
だきました成果であると思います。また、今回は歳入の決算概要が
出たことにより、更に 7,000 万円強の繰越金が見込まれます。前回
報告の 5,000 万円とあわせ、約１億 2,000 万円強の繰越金となりま
す。このことにより、「平成 19年度の国保税の値上げ率は、10％前
後」となる見込みです。皆様方には、ご負担をおかけしますが、何卒、
ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。
　今後は、皆様への地区説明会を経て、6月の議会定例会にご提案
することとなります。医療給付費が増額しますと、それに連動して
国保税も値上げをしていかなければなりません。皆様方のご協力の
もと、医療費抑制に向けて健康福祉課でも今後さらに健康づくり活
動に取り組んでまいりますので、ご協力のほどよろしくお願いいた
します。
　去る５月 30日開催された「チャレンジデー」におきましても、担
当課と連携をとり、健康づくりの取り組みを取り入れて事業を実施
しております。このように、今後は関係部署とも連携を図り、健康
づくり活動を幅広く実施していきたいと考えております。皆様方と
ともに、町民全員が健康で保険税の負担の少ない町にしていきたい
と思いますので、よろしくお願いいたします。

平成 19 年度の国民健康保険税の
税率改正の状況について

国保係からのお知らせです。

保健カレンダー
1 歳 6ヶ月児健診　

6 月 26 日（火）13：00 ～保セン
乳児・1歳児健診

6 月 27 日（火）13：00 ～保セン
2 歳 6ヶ月児健診　

6 月 14 日（木）13：00 ～保セン
乳児・1歳児健診

7 月 3 日（火）13：00 ～保セン
3 歳児健診　

7 月 10 日（火）13：00 ～保セン
ＢＣＧ予防接種

6 月 22 日（金）13：00 ～保セン
・助産師の妊婦・産婦・新生児家    
　庭訪問と栄養士の栄養相談・家
　庭訪問を行っています。
※詳しくは上記連絡先まで

　

七
月
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担
上
限
額
の
見
直
し
の

時
期
で
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
み
な
さ
ま
へ
の
お
知
ら
せ

福
祉
係
か
ら
お
知
ら
せ
で
す

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
平
成

十
八
年
一
月
か
ら
十
二
月
の
収
入

な
ど
に
つ
い
て
の
申
請
が
必
要
で

す
。
こ
の
申
請
に
基
づ
き
、
七
月

以
降
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
お
け
る

利
用
者
負
担
上
限
額
が
決
ま
り
ま

す
。

　

な
お
、
提
出
い
た
だ
く
書
類
な

ど
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に
直

接
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
平
成

十
九
年
七
月
十
三
日
ま
で
に
、
お

手
続
き
下
さ
い
。

　

現
在
の
利
用
者
負
担
上
限
額
及

び
そ
の
適
用
期
間
に
つ
い
て
は
、

交
付
さ
れ
て
い
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
受
給
者
証
の
「
利
用
者
負
担

に
関
す
る
事
項
」
の
中
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

さあ、みんなで健康づくりを習慣化しよう！（チャレンジデー、一戸南小学校で）
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戸籍だより
（4月届出分）

 6 月 6 日　楢山保育所～高速隊駐車場～一戸南小　

　　 7 日　鳥越～越田橋～一戸学童クラブ

　　13 日　一戸南小～中山の園～奥中山中

　　14 日　小繋～小鳥谷～慶寿園

　　15 日　奥中山保育所～カナン牧場～奥中山小

　　20 日　諏訪野～中里児童館～鳥海

　　21 日　一戸幼稚園～鳥海中～一戸南学童クラブ

★保育施設開放★
・鳥海保育所　    6 月 12 日 （火）　　              32-2220　
                            9：30 ～ 11：00
・小鳥谷保育所    6 月 12 日 （火）                   34-2524
                            9：30 ～ 11：30
・奥中山保育所    6 月 12 日 （火）                   35-2319
                             9：30 ～ 11：00　
・一戸子供の家保育園 子育てサークルのびのび 33-2859
　　　　　　　　6月 6・9・16・27日　9：30～ 11：00
・おいでおいで（検診室を開放します）
　　　　　　　　6月 13日（木）　10：00～ 12：00

二戸地区無料法律相談

◇日時　6月 26日、7月 10日
　　　   午前 10時～午後 3時

相　談

休日当番医

6 月 10 日　川村医院
　         　   23-3252（二戸市）
　　17日　小野寺内科医院　　
　　　　　  33-2505（一戸町）
　　24日　斉藤産婦人科医院　　　
　  　　　   23-2505（二戸市）
  7 月 1 日 小原内科医院　　　         
　　　　　 23-3410（二戸市）
　　    8 日  藤田内科
　         　   38-2772（二戸市浄法寺）
診察時間　午前 9時から午後 5時

休日当番歯科医

6 月 10 日　ムカイダ歯科クリニック
　   　　      46-4636（軽米町）
　　17日　阿部歯科クリニック　
　　　　　  25-4182（二戸市）
　　24 日　菅原歯科医院　　　　
　  　　　　 27-3301（二戸市） 
  7 月 1日　曽根歯科医院　
　　　         27-3108（二戸市）
　　  8 日  堀米歯科医院　   　　      
　　　　　  46-2927（軽米町）
　診察時間　午前 9時から正午

          

自
動
車
文
庫
日
程

そ
よ
か
ぜ
号

※広報への掲載を希望しない方は届け出
　の際に、戸籍係にお申し出ください

    名　前　     保護者      住   所
三谷　和

かず
輝
き
　剛史　奥中山西田子

内田　胡
くるみ
桃　敦　　西法寺稲荷

境田　 飛
ひゆうが
我　悦章　月舘美濃口沢

　　名　前　  　     住   所
　大志田　稔　平糠大志田
　韓　暁晶　　中国

    名　前　　　住   所            年  齢
平舟　三蔵　　楢山古里　　93 歳
熊谷　敏雄　　西法寺諏訪野 66 歳
小山　マツエ　一戸越田橋　81 歳
相馬　忠雄　　中里中里　　79 歳
村里　ナミ　　月舘稲荷　　95 歳
鈴木　冨榮　　鳥越過利石　86 歳
後藤　トメ　　西法寺関屋　83 歳
小谷　ヨシノ　楢山茶屋場　90 歳
田ノ澤　サメ　楢山小木田　94 歳
千葉　宗司　　高善寺大川鉢 72 歳
関根　清三郎　一戸北舘　　91 歳
松尾　誠一　　中山大塚　　85 歳
　　　　　　　　　　　   （敬称略）

（参議院議員通常選挙
期日前投票立会人募集

　平成 19 年 7 月 22 日に予定さ
れている参議院議員通常選挙の期
日前投票立会人を募集します。
◇応募資格 一戸町の選挙人名簿
に登録されている方（昭和 62 年
6月 1日以前に生まれた方）
◇立会場所　役場　１階会議室
◇立会期間　7 月 6日（金）～
７月 21日（土）の都合の良い日
◇立会時間

　　　　午前 8時半～午後８時
◇謝礼　１日　9,500 円
◇応募期間

　6月 11日～ 25日　期日厳守
◇応募方法　電話で、立会可能日、
　ご住所、ご氏名、電話番号、所
　属政党等の名称（所属している
　場合）をお知らせください。
◇その他①投票立会人は、１日２
　名お願いすることになります。
　②応募者多数の場合は、選挙管
　理委員会で調整の上、決定いた
　します。
[問]一戸町選挙管理委員会事務局
　                 33-2111（内線 302）

国道４号小鳥谷バイパス工事
地域説明会の開催について

　国道４号小鳥谷バイパスは年内
開通を目指し、工事が進められて
おります。今年度の工事内容等に
ついて、説明会を開催いたします
ので、多数ご参加くださるようご
案内いたします。
◇日時　6 月 27 日 ( 水 )
　　　　午後６時 30分～
◇場所　小鳥谷地区公民館　和室
[問]地域整備課 33-2111 内 242

平成 19 年度岩手県介護支援
専門員実務研修受講試験

◇日時 10 月 28日　午前 10時～
◇場所（財）岩手県産業文化
　　　センターアピオ、盛岡大学
◇試験申込受付期間
７月30日（月）～8月9日（木）
[問]( 財 ) 岩手県長寿社会振興財団
　　　介護研修課 019-629-2300 

「ジョブカフェいわて☆カシオ
ペア in 一戸」(出前相談会 )

◇日時 6月22日　午後1時～4時
◇場所　コミュニティセンター　
[問]ジョブカフェ 050-7544-4480

◇場所  二戸市役所※ 1日 10人まで
◇対象   二戸管内 4市町村の住民
◇予約受付　二戸市　生活環境課
[問]生活環境課　 23-3111



町民割引券について
　奥中山高原では町民のみなさんが

温泉を利用しやすいよう、左の割引
券を発行します。
　点線で切り取り、入浴時にフロン
トに提出すれば左記の料金になりま
すので、ぜひご利用ください。

奥中山高原温泉・スキー場
町民割引券（H19.7.30 まで有効）
　この券で朝朱けの湯・煌星の湯の日
帰り入浴が下記金額でご利用できま
す。（本券 1枚につき 1人有効。煌星
の湯ご利用時に本券を使用した場合、
貸しタオル、ヨーグルトはありません
ので、ご了承ください。）

　　　 ◇煌星の湯　    ◇朝朱の湯
おとな 600→500 円    500→300 円
こども 300→250 円    250→150 円
    

人の動き（5月 1日現在）
人　口   15,487 人（       -27 人）
　男　     7,480 人（       -17 人）
　女　     8,007 人（       -10 人）
世帯数     5,857 世帯（-13 世帯）
　　　　　　　 （　）内は前月比
転　入           42 人（     182 人）
転　出           57 人（     284 人）
出　生             2 人（       26 人）
死　亡           14 人（     100 人）
（ ）内は平成 19年 1月からの累計

　17日（日）　 神楽公開
                     　 朴舘住宅
　　　　　   　 午後 2時から

　17日（日）　 手づくり体験 
                     　御所野縄文博物館　　
　　　　 　　　午前 10時から

　17日（日）　 町総合スポーツ大会                     
　  　　　　　   運動公園野球場他
　　　　　   　  午前 9時から　

　24日（日）　わわわのステージ
　　　　　   　 コミュニティセンター
　　　　　   　 午後 1時から

　24日（日）  手づくり市
                     　 手技工芸館
　　　　　   　 午前 10時から

　  1 日（日）  フリーマーケット
                         コミュニティセンター
                         午前 10 時から 

　  6 ～ 8日 　県北一戸美術展 
 　　　　　　  コミュニティセンター
                         午前 10 時から 

まちの
お知らせ
ひろば

6 月

7 月

19    2007年6月号

イベント[問]＝問合せ、申込みは

お知らせ

煌星の湯大浴場

i ショップホームページ　http://waza.town.ichinohe.iwate.jp/

※携帯電話で左のバーコードを読み取るか、上記のURL からご覧ください

iはいちのへの
      頭文字です

奥中山高原温泉・スキー場
町民割引券（H19.7.30 まで有効）
　この券で朝朱けの湯・煌星の湯の日
帰り入浴が下記金額でご利用できま
す。（本券 1枚につき 1人有効。煌星
の湯ご利用時に本券を使用した場合、
貸しタオル、ヨーグルトはありません
ので、ご了承ください。）

　　　 ◇煌星の湯　    ◇朝朱の湯
おとな 600→500 円    500→300 円
こども 300→250 円    250→150 円
    

二戸地区広域行政事務組合議会
臨時会の開会のお知らせ

 　傍聴を希望される方は二戸地
区広域行政事務組合事務局までお
問い合わせ下さい。
◇日時７月 17日　午前 10時～
◇場所二戸地区広域行政事務組合
会議室（二戸地区衛生センター内）
[問]二戸地区広域組合 23-7772

いちのへ手技工芸館手づくり市

◎町の特産品展示販売
　（竹細工・木工品・織物ほか）
◎初心者向け盆栽教室
◎食品販売コーナー
◇日時　6 月 24 日（日）　
　　　　午前 10時～午後１時
◇場所　いちのへ手技工芸館
[問]地域おこし事業振興協議会事
務局（役場産業課内） 33-2111
　詳しくは 6月 22 日（金）新聞
折込のカシオペア・アドウィーク
広告に掲載いたします。また、駅
待合室、各公民館等にポスターを
掲示いたします。

小鳥谷ソフトボール交流会
参加者募集！

　地域ごとにチーム編成のうえ、
申込は 6月 25 日までに公民館ま
で。スポーツ振興会主催です。申
込書は、公民館にあります。
◇日時７月１日（日）午前９時～
◇場所　小鳥谷中学校グラウンド
◇雨天の場合　中止とします
[問]小鳥谷地区公民館 34-3315

一戸高校華一発表会

◇日時６月 23日（土）午後１時
◇場所　御所野縄文公園
　一戸高校の生徒さんが華一をク
ラス対抗で披露いたします。
ぜひ、皆さまお誘い合わせの上、
ご来場ください！
[問]御所野縄文公園 32-2652

北の縄文遺跡群の
世界遺産登録講演会

　北東北３県と北海道が連携して
世界遺産の暫定リストへの登載を
目指して提案した「北の縄文遺跡
群」について、その経緯と価値、
さらには今後の運動の推進につい
て、わかりやすく解説します。
◇日時 6 月 29 日（金）午後１時
◇場所　御所野縄文博物館
◇講師　青森県教育庁
三内丸山遺跡対策室長岡田康博氏
[問]御所野縄文公園 32-2652

のぞみまつり

　毎年恒例のおまつりが今年も
やってきます。荒谷正勝バンドの
出演などイベントもりだくさん！
◇日時　6月 23日（土）
　午前 10時から午後 3時まで
◇場所  地域活動センターのぞみ
[問]地域活動センターのぞみ
　　　　　　　　　　 32-2921
第 10 回　みたけ夏まつり

◇日時　6月 30日（土）
午前 9時半から午後 1時半まで
◇場所  みたけ養護学校奥中山校
[問]みたけ養護学校奥中山校
　　　　　　　　　　 35-3036

平成 19 年度　家畜商講習会

◇日時　7 月 18・19日
◇場所　盛岡地区合同庁舎
[問]県流通課 019-629-5735



　

今
月
は
初
の
試
み
で

全
て
カ
ラ
ー
で
編
集
し

て
み
ま
し
た
。
▽
多
く

の
町
民
の
方
が
関
わ
り
、

尽
力
さ
れ
て
い
る
消
防

団
の
雰
囲
気
を
よ
り
伝

え
れ
る
よ
う
な
紙
面
に

し
た
か
っ
た
こ
と
、
最

近
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印
刷
技
術
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向
上

で
印
刷
の
コ
ス
ト
が
飛

躍
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抑
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さ
れ
て
い
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民
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が
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で
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。

（
編
集
は
や
っ
ぱ
り
大
変

で
し
た
が
）
▽
予
算
上
、

毎
月
は
難
し
い
で
す
が
、

み
な
さ
ん
の
反
応
、
行

事
の
内
容
等
も
含
め
て
、

カ
ラ
ー
印
刷
を
考
え
よ

う
と
思
い
ま
す
。
ご
意

見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。　
（
久
保
田
）

いわて奥中山農協
名久井　博さん
なくい・ひろし

　私は放牧期間、牛の世話をしています。
　牛の世話はこの自然の中で行いますの
で、牛のけがなど見つかりにくい部分も
ありますので、特に気をつけながら見て
いく必要があります。
　また、時には柵から出る牛もあります。
　10 月に退牧を迎えるまで、牛が元気
で過ごすことがきるよう世話していきた
いと思います。

　私はこの高森高原に牛を放牧していま
す。私は牛を飼って 40 年くらいになり
ますが、牛はかわいくて大好きです。
　この放牧の楽しみは 10 月になるまで
牛がどれくらい大きくなったか見ること
です。病気などになることなく無事に過
ごしてくれれば、何よりです。
　体が動くうちは、牛の放牧に関わって
いきたいと思います。

牛は喜んでいるような様子で、勢いよく高原へと駆け出して行きました

牛の放牧に関わっている方にお話を聞きました

新
緑
の
高
森
高
原
に

牛
「
モ
ー
、最
高
！
」
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さ
わ
や
か
な
風
薫
る
五
月

二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
日
、

高
森
牧
野
の
入
牧
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
二
十
三
日
は
短
角
種
、

二
十
四
日
に
は
黒
毛
和
種
と
乳
用

種
が
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
牧
初
日
、
短
角
種
は
町
内
の

二
十
戸
の
農
家
か
ら
親
子
で
お
よ

そ
百
二
十
頭
、
黒
毛
和
種
は
十
四

戸
の
農
家
か
ら
八
十
三
頭
、
乳
用

種
は
四
戸
の
農
家
か
ら
三
十
二
頭

の
牛
が
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
地
域
か
ら
集
め
ら
れ

た
牛
は
注
射
や
投
薬
を
受
け
、
個

体
ご
と
の
番
号
を
確
認
さ
れ
た
後

に
綱
を
外
さ
れ
ま
し
た
。
放
牧
さ

れ
た
牛
は
穏
や
か
な
日
ざ
し
を
受

け
て
、
元
気
に
走
り
回
っ
て
い
ま

し
た
。

　

品
種
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す

が
、
牛
は
十
月
下
旬
ま
で
放
牧
さ

れ
ま
す
。

牛を放牧する
山本　藤美さん
やまもと・ふじみ


